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越
前
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の

た
び
の
選
挙
に
お
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら
心
温

ま
る
ご
支
援
ご
支
持
を
た
ま
わ
り
、
引
き
続

き
二
期
目
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
責
務

の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
し
ま
る
思

い
で
肩
の
荷
の
重
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
に
お
応
え
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
町
勢

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
、
日
本
は
国
も
地
方
も
、
そ

し
て
私
た
ち
を
取
り
ま
く
環
境
や
制
度
な
ど

も
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
と

晩
婚
化
や
非
婚
化
の
進
展
は
出
生
率
の
低
下

を
招
き
、
少
子
化
は
着
実
に
進
行
し
て
い
ま

す
。
戦
後
ス
タ
ー
ト
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

は
、
国
際
環
境
の
変
化
、
生
活
の
成
熟
化
も

加
わ
り
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

方
の
実
情
に
あ
っ
た
施
策
を
地
方
が
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
判
断
し
決
定
す
る
「
地
方
分

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

権
」
へ
の
流
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の

改
革
」
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米

国
発
の
金
融
危
機
は
世
界
経
済
を
激
震
さ

せ
、
深
刻
な
世
界
同
時
不
況
へ
と
発
展
し
、

そ
の
余
波
が
県
内
企
業
に
も
押
し
寄
せ
て
お

り
、
深
刻
な
不
況
は
大
量
倒
産
時
代
の
到
来

を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
今
回
の
選
挙
を
通
じ

て
、
特
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
こ
と
は
、
人
口
２
４
、０
０
０
人

の
町
に
見
合
っ
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
と
活

用
の
方
法
で
あ
り
、
総
合
事
務
所
を
廃
止

し
、
窓
口
業
務
や
収
納
業
務
な
ど
の
身
近
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
以
外
は
、
本
庁
に
業
務
機
能

を
一
本
化
す
る
組
織
・
機
構
の
改
革
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
が
進
ん
だ
た

め
、
従
来
の
共
同
体
意
識
が
拡
散
し
地
域
力

は
ま
す
ま
す
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
の

総
合
事
務
所
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
し
て
再
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現

状
、
環
境
、
歴
史
に
応
じ
た
多
様
な
形
態
を

考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
定
住
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、
誰
も
が
「
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
便
利
で

快
適
な
住
環
境
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
中
高
一
貫
教
育
を
は
じ

め
と
す
る
小
中
高
校
の
学
習
環
境
の
整
備
を

は
じ
め
、
若
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
の
出
来
る
出
産
・
育
児
支
援
の

強
化
、
ま
た
農
林
水
産
資
源
を
活
か
し
た

食
育
・
地
産
地
消
や
越
前
焼
の
体
験
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
都
市
と
農
山
漁
村
の

交
流
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
ま
す
。
く
わ
え

て
、
財
政
の
健
全
化
は
言
う
に
及
ば
ず
、
都

市
基
盤
の
整
備
や
防
犯
・
防
災
、
救
急
体
制

の
充
実
、
農
林
水
産
業
と
商
工
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
国
際
交
流
や
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
、
環
境
保
全
の
問
題
な
ど
解
決
す
べ

き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
町
づ
く
り
は
町
民
の

皆
さ
ま
の
協
力
な
く
し
て
達
成
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾
け
て
取
り
く

む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
合
併
し
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
町
。
若
者
も
、
お
年

よ
り
も
、
障
害
の
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
、

男
も
女
も
、
お
互
い
を
思
い
や
り
協
力
し
合

う
こ
と
で
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
人
生
を
楽
し

め
る
品
格
の
あ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
特
段
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関　
　

敬
信

越
前
町
長
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３
月
16
日
に
招
集
さ
れ
た
平
成
21
年
3

月
越
前
町
議
会
定
例
会
で
、
正
副
議
長
お
よ

び
議
会
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
委
員
が
そ
れ

ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

　

野
山
も
い
つ
し
か
春
の
装
い
を
見
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
方

に
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
わ
り
、
紙
面
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
３
月
１
日
に
議
会
議
員

選
挙
が
行
な
わ
れ
、
町
民
の
皆
様
の
暖

か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
私
た
ち
20
人
の

議
員
を
町
議
会
に
送
り
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
務
に
改
め

て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
月
16
日
に
招
集
さ
れ
た

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
越
前
町
議
会
議
長
の

職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
私
に
と
っ

て
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
一
方
で
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
町
と
な
っ
て
４
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
中
、
今
後
の
行
政
に
お
い
て
も

難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
、
私
ど
も

と
し
て
も
、
議
会
が
も
つ
執
行
機
関
に

対
す
る
監
視
機
能
を
十
分
に
働
か
せ
な

が
ら
、
健
全
な
越
前
町
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

向
後
、
副
議
長
と
手
を
携
え
、
議
員

各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
公
正
で
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
心
掛
け
、
町
民
の
皆
様
方
の
負
託
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

越
前
町
の
発
展
を
最
優
先
に
捉
え
、「
人

と
技　

海
土
里　

織
り
な
す　

快
適
な

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
議
会
と
し
て

真
剣
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方
の
更
な
る

ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶越

前
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俊
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新しい区長のみなさんです。
よろしくお願いします。

町と町民のみなさんを結ぶ架け橋になっていただく平成21年の区長が決まりました。
各地区の区長は次のみなさんです。（敬称略）
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日
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川
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日
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川

天
　

王

宝

泉

寺

金
　

谷

青
　

野

頭
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茱
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藤　
　
　

勉
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井　

義　

行

木　

村　

正　

幸

駒　
　
　

啓　

一

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

坪　

川　

和　

夫

水　

野　

彰　

雄

小　

西　

龍　

平

宮
崎
地
区
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谷

古　
　

屋
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谷

小
曽
原
大
区
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原
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１

小
曽
原
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２
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原
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３

江
波
大
区

江
波
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江
波
第
２
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３
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２
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大
区
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谷

蝉
　

口

寺

田
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豊
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賢
一
郎

新　
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雄
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下　

貞　

夫

上　
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正　

人
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野　
　
　

泉

芝　
　
　

正　

俊

橋　
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直　

視

武　
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一　

也

近　

藤　

善　

英

佐
々
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守
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行

上　
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夫
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広
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治
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一　

幸
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久
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木　
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吉
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巳
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地
区
会
長

地
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会
長

〃

近　
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善　

英

古　

川　
　
　

豊

河　

合　

賢　

一

越
前
地
区

玉
　

川

血

ヶ

平

左
　

右

梨
子
ヶ
平

梅
　

浦

上
　

瀬

中
　

筋

下
　

側

上
　

側

鷺
　

崎

宿

新
　

保

城

ヶ

谷

小
　

樟

大
　

樟

道
　

口

厨

茂
　

原

白
　

浜

高
　

佐

米
　

ノ

午
房
ヶ
平

六

呂

師

桝　

谷　

桝　

一

髙　

木　

孝
司
朗

黒　

田　
　
　

茂

滝　

本　
　
　

豊

笹　

下　

利　

行

嘉　

奈　
　
　

宏

岡　

田　

健　

彦

岸  　
　

正　

則

小
道
世　
　
　

進

片　

岡　

喜
代
史

小　

礒　
　
　

悟

小　

林　

利　

幸

村

田

益

廣

橋　

谷　

博　

司

畑　
　
　

武　

一

宮　

本　

嘉　

次

荒　

木　
　
　

保

高　

橋　

政　

嘉

奥　

山　
　
　

勉

壁　

下　

喜　

平

中　

橋　

鍈　

治

薄　

谷　

威　

徳

山　

本　
　
　

茂

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

小　

礒　
　
　

悟

嘉　

奈　
　
　

宏

宮　

本　

嘉　

次

織
田
地
区

織
田
大
区

鎌
　

坂

北東

高
　

橋

辻

馬
　

場

上
　

野

寺
　

家

杉

の

花

市
　

場

堤

平
　

等

下

河

原

矢
　

倉

中

大

王

丸

三
　

崎

打
　

越

四

ツ

杉

下

山

中

上

山

中

細
　

野

岩
　

倉

笹
　

川

桜
　

谷

山
　

田

赤

井

谷

入
　

尾

笈
　

松

萩
野
の
里

脇
　

谷

丸
　

山

西

ケ

丘

上
　

戸

稲　

田　

一　

雄

藤　

原　

綱　

次

島　

田　

満　

雄

福　

岡　

誠
一
郎

中　

村　

和　

明

小　

山　

壽　

一

山
﨑　

定
右
衞
門

坂　

下　

正　

人

鈴　

木　

金
治
郎

川　

上　

秀　

吉

杉　

本　

正　

一

河　

原　

洋
一
郎

松　

葉　

恭　

一

大　

川　

直　

已

石　

田　

一　

郎

宇　

野　

格　

士

宇　

野　

徳　

次

佐
々
木　

哲　

郎

林　
　
　

壮　

一

向　
　
　

孝　

男

堀　
　
　

治　

市

堀　
　
　

豊　

一

伊　

部　

英　

幸

橘　
　

太
右
ヱ
門

渡　

辺　

博　

明

渡　

辺　

義　

信

佐
々
木　

陽　

一

渡　

辺　

孝　

行

佐
々
木　
　
　

弘

佐
々
木　
　
　

嵩

佐
々
木　

正　

一

久　

守　
　
　

勇

小　

坂　

日
出
夫

笠　

原　

慎　

三

杉　

森　

正　

義

地
区
会
長

地
区
副
会
長

〃

堀　
　
　

豊　

一

島　

田　

満　

雄

橘　
　

太
右
ヱ
門
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４月１日から
役場の組織が変わりました！

　町では財政縮減が見込まれる中で、今後の地方分権の推進や少子高齢化、多様化する町民ニーズに対応するため
に、効果的・効率的な行政運営ができるよう４月１日から役場の組織機構を改めました。

☆新たに「子育て支援課」を設置し、住民福祉課から児童福祉、母子福
祉関係の業務を移行します。

☆住民福祉課の名称を「住民課」に変更し、高齢福祉課より国民健康保
険及び国民年金関係業務を移行します。また、新たに「社会福祉支援
室」を設置し、民生、障害福祉関係の業務を行います。

☆建設課に「住宅政策室」を設け、住宅団地の
　造成、町営住宅の整備などに積極的に取り
　組んでいきます。

☆各総合事務所をコミュニティセンターとし、その中に住民サービス室
を設けます。

○ひきつづき住民サービス室で行う業務
☆窓口業務
●戸籍、住民基本台帳関係届出（戸籍、住民異動、印鑑
登録など）

●諸証明など発行（住民票、戸籍、印鑑、身分、税務）
●保健福祉関係届出申請（国保、年金、介護、福祉医療
費など）

●各種受付（住所変更、戸籍関係、印鑑登録など）

☆収納業務
●町税などの収納（町税、保険料、
使用料、上・下水道料金など）
☆その他業務
●庁舎間の連絡調整（届出、申請、
提出書類など）

○本庁で行うこととなった主な業務
●防犯、消防防災に関すること。
●農業普及振興に関すること。
●農林業施設の維持管理に関すること。
●町道、町管理河川に関すること。

●町営住宅に関すること。
●上下水道設備の維持管理に関すること。
●災害復旧事業に関すること。

広報えちぜん5
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■
住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る
都
市
基

盤
、
公
共
施
設
の
充
実

●
国
道
・
県
道
・
町
道
な
ど
の
改
良
整
備
に
よ

る
道
路
網
の
整
備

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、
財
政
の
健

全
化
を
進
め
つ
つ
、
魅
力
と
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
予
算
を
基

本
姿
勢
と
し
、
次
の
二
つ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
編
成
し
ま
し
た
。

■
行
財
政
改
革
の
断
行

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、
財
政
構
造
改

革
を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
に
筋
道
を

つ
け
る
上
で
重
要
な
予
算
で
す
。こ
の
た
め
、

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
や
「
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
」
な
ど
に
則
っ
た
改
革
項
目
を
確

実
に
反
映
さ
せ
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行

財
政
改
革
を
断
行
し
、
健
全
で
持
続
可
能
な

当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ　

１
８
８
億
円

前
年
度
よ
り
26
億
円
減
少
（
12
・
１
％
減
）

町
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
と
し
て
、

義
務
的
経
費
と
継
続
的
事
業
を
計
上
し
ま
し
た

足
腰
の
強
い
財
政
構
造
を
確
立
す
る
と
し
ま

し
た
。

■
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、
す
べ
て
の
施

策
を
通
じ
、
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち

づ
く
り
の
最
重
点
目
標
で
あ
る
『
人
口
の
維

持
・
増
加
』
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
次
の
施
策
を
重
点
施
策
と
し
、
人
件

費
、
公
債
費
、
繰
出
金
な
ど
の
削
減
に
よ
る

行
財
政
改
革
の
効
果
を
活
用
し
、
こ
れ
ら
施

策
へ
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ

り
総
合
振
興
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
予
算

と
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
方
針

重
点
施
策

●
危
険
空
き
家
の
撤
去
に
伴
う
防
災
空
地
・

公
園
化
に
よ
る
憩
い
の
場
の
整
備

●
住
宅
地
の
供
給
に
よ
る
宅
地
・
住
宅
の
整

備

■
く
ら
し
の
安
全
確
保

●
河
川
・
砂
防
・
急
傾
斜
地
な
ど
の
水
害
・

土
砂
災
害
対
策
や
海
岸
の
保
全
整
備
に
よ

る
災
害
の
予
防

●
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署
（
仮
称
）

の
整
備
に
よ
る
消
防
防
災
・
救
急
体
制
の

充
実

■
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
保
健
・
医

療
と
福
祉
の
充
実

●
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
に
よ
る
子
育
て
・

少
子
化
対
策
の
充
実

■
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
男
女
が
と
も
に
多
様
な
価
値
観
や
能
力
を

活
か
せ
る
社
会
の
実
現
に
よ
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進

■
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

●
国
際
交
流
活
動
と
国
際
姉
妹
都
市
と
の
交

流
に
よ
る
国
際
交
流
の
推
進

■
地
域
資
源
と
共
生
す
る
産
業
の
振
興

●
農
業
生
産
基
盤
と
農
村
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
に
よ
る
農
業
の
振
興

●
漁
港
の
改
良
整
備
や
漁
村
生
活
環
境
基
盤

の
整
備
に
よ
る
水
産
業
の
振
興

●
越
前
焼
産
地
づ
く
り
の
推
進
に
よ
る
伝
統

産
業
の
振
興

■
観
光
地
と
し
て
の
新
た
な
魅
力
向
上

●
越
前
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
観
光
の
魅
力

向
上
に
よ
る
観
光
産
業
の
活
性
化

■
ま
ち
の
魅
力
と
な
る
地
域
資
源
の
保
存
と

継
承

●
伝
統
的
民
家
な
ど
を
保
存
し
、
地
域
づ
く

り
及
び
景
観
づ
く
り
の
普
及
促
進

■
行
政
組
織
機
構
の
適
正
化
、
ス
リ
ム
化
の

推
進

●
既
存
の
公
共
施
設
の
統
廃
合
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
充
実
に
よ
る
行
政
組
織
の

効
率
的
な
運
営

●
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
職
員
の
定
員

管
理
の
適
正
化

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

平
成
21
年
度
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■一般会計　108億円　　骨格予算として、義務的経費及び継続的事業を計上
　一般会計は、前年度末に町長選挙が執行されたことから、いわゆる骨格予算として、義務的経費及
び継続的事業を計上しました。

予
算
規
模

21 20

108 2,300 127 9,770      19 7,470 15.4

63 8,358 9 70 2,031 6 6 3,672 7 9.1

16 812 15 9,114 5 1,697 5 1.1

188 1,470 9 214 916 1 25 9,445 2 12.1

21 20

19 9,583 1 21 5,216 4 1 5,633 3 7.3

1,203 2 3,013 3 2 1,810 3 94.8

18 8,342 5 17 6,816 7 1 1,525 8 6.5%

2 2,265 1 2 5,626 7 3,361 6 13.1

6 4,771 5 9 9,249 6 3 4,478 1 34.7

10 5,990 4 10 2,088 7 3,901 7 3.8%

5 1,595 3 5 777 8 817 5 1.6%

1,830 3 6,497 2 4,666 9 71.8

2,777 7 2,745 2 32 5 1.2%

63 8,358 9 70 2,031 6 6 3,672 7 9.1

■特別会計　64億円　
　特別会計では、平成20年4月から後期高齢者医療制度が施行され、老人保健医療制度の後期高齢者
医療制度への移行に伴い、老人保健事業特別会計の当初予算額が大きく減少しました。

21 20

4 2,285 9 3 4,539 7 7,746 2 22.4%

1 3,682 7 1 3,852 8 170 1 1.2

10 4,843 4 11 722 5,878 6 5.3

16 812 15 9,114 5 1,697 5 1.1%

■企業会計　16億円
　企業会計では、上水道事業会計において高金利の町債の繰上償還を実施するための予算を計上した
ことから当初予算額が増加しました。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

地方交付税
57億円
（52.7％）

町債
4億8,860万円
（4.5％）

県支出金
8億5,574万1千円
（7.9％）

国庫支出金
3億7,311万3千万円
（3.4％）

町税
21億6,112万9千円

（20.0％）

自主財源
29億9,954万6千円
（27.7％）

依存財源
78億2,345万4千円
（72.3％）

繰越金
8,000万円（0.7％）

繰入金
4,405万5千円（0.4％）

分担金及び負担金
3億5,684万円（3.3％）

諸収入
1億3,253万8千円（1.2％）

使用料及び手数料
1億3,612万5千円（1.3％）

財産収入
8,785万8千円（0.8％）

寄付金
100万1千円（0.0％）

交通安全対策特別交付金
200万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
100万円（0.0％）

配当割交付金
400万円（0.0％）

利子割交付金
1,400万円（0.1％）

地方特例交付金
1,800万円（0.2％）

自動車取得税交付金
4,200万円（0.4％）

地方消費税交付金
1億9,800万円（1.8％）
地方譲与税
1億2,700万円（1.2％）

歳入
108億2,300万円
（100％）

人件費
20億7,923万8千円
（19.2％）

予備費
1,000万円（0.1％）

扶助費
11億8,597万2千円
（11.0％）

公債費
20億2,634万4千円
（18.7％）

義務的経費
52億9,155万4千円（48.9％）

物件費
14億2,033万7千円

（13.1％） 普通建設事業費
6億5,979万2千円
（6.1％）

維持補修費
1億920万5千円（1.0％）
補助費等
18億3,443万6千円（16.9％）

繰出金
14億1,489万6千円
（13.1％）

貸付金
4,160万円（0.4％）

積立金
4,118万円（0.4％）

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投資的経費

歳出
【性質別】

108億2,300万円
（100％）

投資的経費
6億5,979万2千円（6.1％）

その他の経費
48億7,165万4千円（45.0％）



定額給付金の給付がはじまりました
●定額給付金とは
　目的は、住民の方々の生活支援と地域の経済対策です。
　給付対象者は、平成21年２月１日に越前町の住民基本台帳・外国人登録原票に記録・登録がある人です。
　給付額は、１人１２,０００円です。ただし、次の人は、１人２０,０００円です。
  ・６５歳以上の人（昭和１９年２月２日以前に生まれた人）
  ・１８歳以下の人（平成２年２月２日以降に生まれた人）
●申請の方法
　原則として、世帯主の人が申請してください。郵送申請か窓口申請か、どちらかの方法で申請してください。

●定額給付金の給付
　◎給 付 日　口座振込による給付は、毎月５日・15日・26日(休日などの場合は翌営業日)の３回
　◎給付方法　原則、金融機関口座への振込みとします。金融機関口座をお持ちでない人は、事前にご相談ください。

【問合せ先】　政策調整室  ☎３４ー８７１４　定額給付金問合せ専用電話  ☎３４ー８７２６

○定額給付金の趣旨をご理解いただき、地元でのお買い物などにお使いください。
○振り込め詐欺には、十分ご注意ください。 ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いすることや、給付のための手数料の
振込みを求めることは、絶対にありません。もし、不審な電話があった場合は、すぐに役場または警察にご連絡ください。

お願い

※申請書の受付時期によって、受付後給付までに、金融機関口座（ゆうちょ銀行口座を除く）で20日程度、
　ゆうちょ銀行口座で40日程度の処理日数を要することがありますので、ご了承ください。

※受付期間中は、土曜日・日曜日・祝日も受付します。
※申請書受付終了日までに申請書を提出しない場合は、定額給付金の受給を辞退したことになります。
※郵送申請の場合、９月２４日（木）までの郵便局消印のある郵便を受付します。

申請書受付終了日　平成２１年９月２４日（木）

郵送申請の場合

窓口申請の場合

次の①～③の書類を郵送してください。
①申請書　申請日、申請者氏名、電話番号、振込口座など必要事項を記入、押印してください。
②本人確認書類（世帯主以外の人が代理で申請する場合は、代理人のもの）
　次のうち、いずれか１点のコピー
　　運転免許証、住民基本台帳カード（顔写真付）、パスポート、健康保険証、年金手帳、福祉手帳、
　　戦傷病者手帳、身体障害者手帳、母子健康手帳、外国人登録証明書、官公庁がその職員に発行し
　　た身分証明書、公の機関の発行した資格証明書（電気工事士免状など）など
③振込口座確認書類　通帳の見開きページ（口座名義（フリガナ）、口座番号が分かるページ）のコピー
　※口座番号を誤ると、支給が遅れます。必ず通帳のコピーを添付してください。
　※添付書類が不備の場合は、受付できません。

①申請書　申請日、申請者氏名、電話番号、振込口座など必要事項を記入、押印してください。
②本人確認書類（世帯主以外の人が代理で申請する場合は、代理人のもの）
　上記｢郵送申請の場合②本人確認書類｣のうち、いずれか１点の原本またはコピー
③振込口座確認書類　通帳または通帳の見開きページ(口座名義(フリガナ)、口座番号が分かるページ)のコピー
　※口座番号を誤ると、支給が遅れます。必ず口座確認できるものをお持ちください。

次の受付窓口に①～③の書類をお持ちください。
○受付場所 朝日地区にお住まいの人は…越前町役場
 宮崎地区にお住まいの人は…宮崎コミュニティセンター
 越前地区にお住まいの人は…越前コミュニティセンター
 織田地区にお住まいの人は…織田コミュニティセンター
○受付時間 午前８時３０分から午後５時３０分まで

５月１日(金)までは、
専用窓口を開設しますので、
申請はお早めにお願いします。

申請書は、世帯主宛に簡易書留郵便にて発送しておりますが、お手元に届いていない場合は、下記の問合せ先にご連絡ください。
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子育て支援課　☎34－8725問合せ先

　子育て応援特別手当は、多子世帯の幼児教育期における子育てを支
援することを目的とし、幼児教育期の第２子以降の子ども１人につき
３万６千円を、その子どものいる世帯の世帯主に対して支給するものです。

　平成21年2月1日に町の住民基本台帳・外国人登録原票に記録・登録がある平成20年度において小学校就
学前3年間に該当する子ども（生年月日が平成14年４月２日から平成17年４月１日までの子ども）であっ
て、第２子以降の子どもが対象となります。
※第２子の判定は、18歳以下の子ども（生年月日が平成２年４月２日以後の子ども）の中から年齢順に
第１子、第２子と数えていくこととなります。
※対象となる子どもと第１子が別居しているときは、同じ人に扶養されていることを確認することで手当
の支給対象となります。

対象となる子ども

　対象となる子ども１人につき36,000円
※申請方法、受付期間は定額給付金と同様です。

手当の額

子育て応援特別手当（Aさん、Bさんの場合）

Aさんへの
子育て応援特別手当
3.6万円×2人＝

7.2万円

世帯主

Ａ
さ
ん
世
帯

生年月日が
平成17年4月2日
以後の子ども

1人目Aさん 2人目 3人目 4人目

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が平成14年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

（6歳～4歳）

Bさんへの
子育て応援特別手当
3.6万円×1人＝

3.6万円

世帯主

Ｂ
さ
ん
世
帯

生年月日が
平成17年4月2日
以後の子ども

Bさん 1人目 2人目 3人目

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども
生年月日が平成14年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

（6歳～4歳）  

手
当
の
対
象
と

な
る
子
ど
も

手
当
の
対
象
と

な
る
子
ど
も

子育て応援特別手当
について



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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「男女共同参画推進条例（仮称）策定委員」
および「まちづくり推進員」募集！
　男女共同参画のまちづくりに関心のある人は、ぜひご応募ください。また、町の各種審議会などに
おいては、女性委員割合35％を目標に努力中です（現在31％）。本年度初めには多くの審議会など委
員の改選を控えており、女性の皆さんの積極的な参画が期待されています。

第 48 回

国際交流室
☎34－8713

問合せ先

Vol. 48

男女共同参画推進条例（仮称）策定委員 えちぜん男女共同参画まちづくり推進員

任　期 平成21年5月～平成22年3月末 平成21年5月～平成23年3月末

活動内容 越前町男女共同参画推進条例（仮称）の策定に
係る事項の協議（月1回程度）

地域での「気づき事業」の企画実施　および
会議（年間5回程度、夜 )

募集人数 若干名 若干名

応募資格 町内在住または勤務の20歳以上の人（男女を問いません）

応募用紙 役場男女共同参画室、各生涯学習センター、町ＨＰ

選考方法 応募の理由や住所・年齢などのバランスを考慮の上決定し、結果は本人に通知します。

募集〆切 4月24日（金）必着

応募先・
お問合せ

〒916 ｰ 0192（所在地記入不要）　男女共同参画室　　
電話：34 ｰ 8715（直通） 　FAX：34 ｰ 1236

青年海外協力隊員、ベナンへ出発
　３月17日、青年海外協力隊として派遣される牧野弥緒さん
（西田中）が、出発に先立ち町長を表敬訪問しました。
　牧野さんは、平成20年度4次隊としてベナン共和国へ派遣
され、看護師としての知識や技術を活かして特に母子保健に
ついて指導・助言を行うことになっています。3月24日に日
本を発ち、2年間のボランティア活動をされる予定です。

ホストファミリー募集
　町国際交流協会では、今年もアメリカやタ
イの小中学生と交流を予定しています。受入
が可能なご家族は、ぜひご連絡ください！

［アメリカ］ 15家庭 （  7月中旬）
［タ　　イ］ 6家庭 （10月上旬）

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん
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三
田
村
さ
ん(

高
佐)

が
熱
演
！ 

全
米
チ
ア
ダ
ン
ス
Ｎ
Ｏ
．１
!!

西
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
で
町
内
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占
！

【
小
学
男
子
１
部
】

【
小
学
男
子
２
部
】

【
中
学
男
子
１
部
】

【
中
学
男
子
２
部
】

【
中
学
女
子
１
部
】

【
中
学
女
子
２
部
】



Soccer
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孫
谷
さ
ん
（
織
田
小
６
年
）
が

サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会
に
出
場

地
域
の
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た

〜
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〜

一
般
の
部

40
歳
以
上
の
部

昨日まで見えない草が萌え始む　　　土田ヤエ子
選挙戦終へ梅の里戻りけり　　　　　木村　松子

織
田
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

県
小
学
生
選
抜
新
人
戦
大
会　
優
勝

広報えちぜん13

学
校
教
育
の
発
展
の
た
め
に
…

第
２
回
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催

小さき手に受ける園児の紙の雛　　　木村すぎ乃
桜餅笑顔の絶えぬ友と居て　　　　　山内　節子

越
前
か
に
感
謝
祭
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コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス
の

全
ル
ー
ト
で

毎
月「
０
」が
つ
く
日
は

無
料
運
行
し
ま
す
！

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
毎
月
「
０
」
が

つ
く
日
（
10
日
、
20
日
、
30
日
）
は
、
全
ル
ー
ト
で
無
料
運
行

し
ま
す
。

（
た
だ
し
、「
０
」
の
つ
く
日
が
土
曜
日
・
日
曜
日
の
場
合
は
、

運
行
し
ま
せ
ん
。）

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
運
転
免
許
の
全
部
を
自
主

的
に
返
納
す
る
満
65
歳
以
上
の
町
民
に
対
し
て
、
返
納
日
か
ら

運
転
免
許
の
有
効
期
間
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料
定

期
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

は
、
交
付
期
間
を
返
納
日
か
ら
10
年
間
に
延
長
し
ま
す
。

【
申
請
の
手
続
き
】

①
鯖
江
警
察
署
、
運
転
者
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
運
転
免
許
の
全

部
取
消
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
運
転
免
許
証
を
持
参

し
、「
運
転
免
許
取
消
申
請
書
」
に
自
署
に
て
申
請
し
ま
す
。）

※
運
転
免
許
自
主
返
納
の
申
請
に
は
、
運
転
免
許
証
の
写
し
が

必
要
で
す
の
で
、
返
納
申
請
す
る
前
に
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

⬅

②
返
納
申
請
し
た
と
き
に
発
行
さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
」（
写
し
）
と
運
転
免
許
証
の
写
し
を
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
申
請
書
に
添
え
て
、
政
策
調
整
室

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⬅

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料
定
期
乗
車
券
を
返
納
日
か
ら
10

年
間
、
毎
年
交
付
し
ま
す
。

※
返
納
し
た
時
点
で
運
転
免

許
は
失
効
し
ま
す
の
で
、

自
分
で
運
転
し
て
い
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
無
料
定
期
乗
車

券
を
お
持
ち
の
人
は
、

自
動
的
に
交
付
期
間
が

10
年
間
に
延
長
さ
れ
ま

す
の
で
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

見 本

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

政
策
調
整
室

☎
３
４
│

８
７
１
４

問
合
せ
先

満
65
歳
以
上
の
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に

10
年
間
、コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス
の

無
料
定
期
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
！

若狭富士白き梅林映えて見ゆ　　　　山内　照子
春彼岸庭の手入れに一と日終へ　　　山内　昭子

広報えちぜん15

５
月
４
日（
月
）か
ら

コ
ミュニ
テ
ィ
バ
ス
の

路
線
・
時
刻
の

一
部
を
変
更

し
ま
す
！

「漆本」停留所を集落の近くに移設し、

■ 環状ルート

■ 朝日地区巡回ルート①

栃川区内に「栃川」停留所を新設、現在の「栃川」停留所の名
称を「栃川口」に改め、

■ 朝日地区巡回ルート②

「越前町役場8：56発」
に変更し、「泰澄の杜9：30着」

1

8:05

8:06

越前町役場
8:39

8:56

9:28

泰澄の社 9:30

「小曽原」停留所から「陶芸村」停留所までの区間に「若竹荘口」
停留所を新設

■ 宮崎地区巡回ルート ■ 越前地区巡回ルート
1 2 3 4 5

左　右 8:00 10:55 11:45 16:14 16:22

越前岬水仙ランド 8:01 10:54 11:46 16:13 16:23

灯台下 8:02 10:53 11:47 16:12 16:24

8:04 10:51 11:49 16:10 16:26

8:08 10:47 11:53 16:06 16:30

8:09 10:46 11:54 16:05 16:31

8:24 10:31 12:09 15:50

9:18 9:37 13:03 14:56 16:49

9:19 9:36 13:04 14:55 16:50

新屋敷 9:19 9:36 13:04 14:55 16:50

米ノ浦 9:20 9:35 13:05 14:54 16:51

美濃浦 9:20 9:35 13:05 14:54 16:51

かれい崎 9:21 9:34 13:06 14:53 16:52

「左右」停留所、「かれい崎」停留所の発車時
刻をそれぞれ４分、２分遅らし、

（太字の箇所）

静かなる雨に辛
こ ぶ し

夷の花芽肥
こ

ゆ　　　　嵐　喜美枝
春光の届きものの芽動き出す　　　　酒井スマ子

変更路線
現行路線
名称変更の停留所位置
新設の停留所位置

変更路線
現行路線
移設後の停留所位置
移設前の停留所位置

現行路線
既存の停留所位置
新設の停留所位置
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え
ち
ぜ
ん

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

改
正
前

改
正
後

問
合
せ
先

公
営
住
宅
の
家
賃
制
度
が
変
わ
り
ま
す

宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
、
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た

　
〜
越
前
熊
野
太
鼓（
栃
川
）〜

農
作
業
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

織
田
病
院
小
児
科
が
２
階
へ
移
動
し
ま
し
た

問
合
せ
先

岩を這ふ石
あ お さ

蓴に波が遊んでる　　　　西元　青石広報えちぜん17
浮かぬ日の心を洗う割烹着　　　　　　　　河合　敏子
給付金浮いたお金だへそくりに　　　　　　山田志づ子

　
　
　
　
緑
の
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
先

国
民
年
金 

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

問
合
せ
先

緑
の
募
金
は
、

多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

【
朝
日
地
区
】
４
月
24
日
（
金
）

【
宮
崎
地
区
】
４
月
23
日
（
木
）

【
越
前
地
区
】
４
月
21
日
（
火
）

【
織
田
地
区
】
４
月
22
日
（
水
）

問
合
せ
先

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
！

１
０
０
０
万
人
の
保
険　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を
!!

◎
問
合
せ
先
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え
ち
ぜ
ん

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
山
火
事
!!

①
枯
れ
草
な
ど
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い

②
た
き
火
の
場
所
を
は
な
れ
る
と
き
は
、
完
全
に
消
火
す
る

③
風
の
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
、
た
き

火
、
野
焼
き
を
し
な
い

④
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨
て
な
い

⑤
火
遊
び
は
し
な
い

問
合
せ
先

銃
刀
法
改
正

問
合
せ
先

「
も
り
の
学
び
舎
」
の
展
示
物
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！
！

大脳へ素足が春のメッセージ　　　　　　岡田　智子
浮き沈み庄屋の白い壁も落ち　　　　　　関谷一之助

問
合
せ
先

第
４
回
町
民
軟
式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
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問
合
せ
先

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
募
集
中

高
年
大
学

問
合
せ
先

サプリメント身から出た錆落せない　　　　竹内　涼子
錆止めに笑い袋を持ち歩く　　　　　　　　山田千栄子

み
ん
な
で
創
る
住
み
よ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
実
施
団
体
の
募
集

夏
ま
つ
り
開
催
日

募
集
人
数

募
集
期
間

対　
　

象

申
込
方
法
・
申
込
先

【
越
前
夏
ま
つ
り
２
０
０
９
】
企
画
委
員
募
集
!!

8,400,000 

20

( )
4,693,500 

20

( )
4,651,500 

20 2,772,000 

4,599,000 

4,704,000 

( ) ( ) 20,475,000 

( ) ( ) 9,628,500 

( ) ( ) 10,185,000 

平成20年度 工事等発注一覧 (250万円以上 )
2月16日～3月20日

問
合
せ
先

問
合
せ
先
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夫婦舟浮き沈みありながい道　　　　　　山田　幸枝
砂浜に素足おり立つ春の海　　　　　　　松村　典子

【課税世帯】
区分 医療機関窓口負担 内　　　　　　　容

 限度額適用 ・ 標準
 負担額減額認定書
 の該当・非該当現

役
並
み
所
得
者

３割負担

課税所得が１４５万円以上の人。
（ただし、後期高齢者医療被保険者および７０歳～７４歳の人の収入額を
合計し、後期高齢者医療被保険者１人の場合は３８３万円未満で、２人
の場合は５２０万円未満であると申請した場合により、認定された人は、「一
般」の区分と同様になります。）

自己負担限度額
（月額）

外来（個人ごと）４４，４００円

非該当
入 院 ８０，１００円＋１％（４４，４００円）
世 帯 単 位 ８０，１００円＋１％（４４，４００円）

入院時食事代標準負担額 ２６０円（一食あたり）
① 「＋１％」は、医療費が２６７，０００円を超えた場合、超過額の１％を追加負担。
② （　）内は、年４回以上該当した場合の４回目以降の額。

【課税世帯】
区分 医療機関窓口負担 内　　　　　　　容  限度額適用 ・ 標準

 負担額減額認定書
 の該当・非該当一　

　
　
　

般

１割負担 課税世帯の人。（現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人）

自己負担限度額
（月額）

外来（個人ごと）１２，０００円

非該当
入 院 ４４，４００円
世 帯 単 位 ４４，４００円

入院時食事代標準負担額 ２６０円（一食あたり）

【非課税世帯】
区分 医療機関窓口負担 内　　　　　　　容  限度額適用 ・ 標準

 負担額減額認定書
 の該当・非該当

低
所
得
者
Ⅱ

１割負担 世帯の全員が住民税非課税の人。（低所得者Ⅰ以外の人）

自己負担限度額
（月額）

外来（個人ごと）   ８，０００円

該　当
入 院 ２４，６００円
世 帯 単 位 ２４，６００円

入院時食事代標準負担額
２１０円（９０日までの入院　 （過去１２か月の入院日数）一食あたり）
１６０円（９０日を超える入院（過去１２か月の入院日数）一食あたり）

※入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定書」が必要となりますので、申請することとなります。

【非課税世帯】
区分 医療機関窓口負担 内　　　　　　　容  限度額適用 ・ 標準

 負担額減額認定書
 の該当・非該当低

所
得
者
Ⅰ

１割負担 世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金
の所得は、控除額を８０万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

自己負担限度額
（月額）

外来（個人ごと）   ８，０００円

該　当
入 院 １５，０００円
世 帯 単 位 １５，０００円

入院時食事代標準負担額 １００円（一食あたり）
※入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定書」が必要となりますので、申請することとなります。
※上記の区分に関わらず、入院の際の差額ベッド代・食事代・保険適用にならない医療行為は対象外になります。

長寿（後期高齢者）医療制度からのお知らせ

〔 医療機関での自己負担割合基準表 〕

問合せ先　高齢福祉課　☎３４ｰ８７１１

広報えちぜん21
飾らない素足の心癒される　　　　　　　　武藤　久子
浮遊する黄砂は春の風物詩　　　　　　　　山内　千代

◎
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た

　

介
護
保
険
法
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
３
年
を
一
期
と
し
た
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
、

平
成
20
年
７
月
よ
り
12
人
の
委
員
に
よ
る

「
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
」
を

設
置
し
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
21
年
度
か
ら
23
年
度
）
を
策
定
す
る
作
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
越
前

町
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
で
計
画
の
原
案
が
ま
と
ま
り
、
３
月
２

日
に
田
中
善
隆
委
員
長
と
関
幸
子
副
委
員
長

か
ら
宮
川
副
町
長
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
創
る

  

ホ
ッ
と
す
る
ま
ち

　
　

 

越
前
町

基
本
理
念・キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
一
層
の
高
齢
者
施
策

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が

い
を
も
っ
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
支
援

し
、「
明
る
く
活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
ま
す
。

◎
介
護
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
介
護
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
前
年
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
６
段
階
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め

細
か
く
一
人
ひ
と
り
の
所
得
状
況
に
配
慮
で
き
る
よ
う
に
、
８
段
階
に
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

＊
基
準
額
は
月
額
４
，４
０
０
円
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
ま
す
。

平成20年度まで
段　階 対　　　　象　　　　者 計算方法 月  額

第１段階 ・老齢福祉年金受給者で町民税非課税世帯の人
・生活保護の受給者 基準額×0.5 2,200円

第２段階 町民税非課税世帯で課税年金収入額＋合計所得額が80万円
以下の人 基準額×0.5 2,200円

第３段階 町民税非課税世帯で第２段階に該当しない人 基準額×0.75 3,300円

第４段階 世帯の誰かが町民税課税だが本人は町民税非課税の人 基準額 4,400円

第５段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円未満の人 基準額×1.25 5,500円

第６段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円以上の人 基準額×1.5 6,600円

平成21 ～ 23年度まで
段　階 対　　　　象　　　　者 計算方法 月  額
第１段階

　　変更なし第２段階

第３段階

第４段階 世帯の誰かが町民税課税だが本人は町民税非課税で、課税
年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の人 基準額×0.875 3,800円

第５段階 世帯の誰かが町民税課税だが本人は町民税非課税で、課税
年金収入額＋合計所得金額が80万円を超える人 基準額 4,400円

第６段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が125万円未満の人 基準額×1.125 4,900円

第７段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が125万円以上200万
円未満の人 基準額×1.25 5,500円

第８段階 本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円以上の人 基準額×1.5 6,600円

｝

介
護
保
険
制
度

　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

高齢福祉課
☎34－8711

問合せ先
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浮き沈みしながら超える笹の舟　　　　　山谷　ゆり
シミ一つ消えて浮きうきまだ女　　　　　司辻　文子　

健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

D
V
相
談
ナ
ビ

0
5
7
0ｰ

0ｰ

5
5
2
1
0

http://w
w
w
.gender.go.jp/e-vaw

/index.htm
l

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、

か
か
る
と
大
変
こ
わ
い
病
気
で
す
!!

１
歳
〜
２
歳
は
麻
し
ん
風
し
ん
に
か
か
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
１
歳
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
２
期
・
４
期
対
象
者
は
、
案
内
通
知
が
届
い
た

ら
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

麻
し
ん
の
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
で
す
。

午
後
３
時
〜
午
後
３
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時
30
分

●
４
月
21
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時
30
分

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
10
時

午
前
8
時
〜
午
前
9
時

●
４
月
22
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時

午
前
８
時
〜
午
前
８
時
30
分

●
４
月
28
日（
火
）

右
記
以
外
の
人
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
各
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

成
人
の
健
康
診
査

え
ち
ぜ
ん

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

得

々

情

報
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駆け遊ぶ素足の子等に夢がある　　　　　　向当みつ子
黒豆の色引きただす錆た釘　　　　　　　　上坂　末男

申
込
・
問
合
せ
先

「
越
前
つ
る
か
め
体
操
」
で

若
々
し
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

つ
る
か
め
体
操
を
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
教
室

・・

ほ
が
ら
か
苑

つ
る
か
め
教
室

つ
る
か
め
教
室

つ
る
か
め
教
室

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

毎
週
金
曜
日

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時

第
１
、３
、５
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

問
合
せ
先

う
つ
病
は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
は

言
う
け
れ
ど
…
ど
ん
な
病
気
？

〜
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
要
注
意
！
〜

①
寝
つ
き
が
悪
く
、
朝
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う

②
食
欲
が
な
く
な
る
（
体
重
が
減
少
す
る
）

③
疲
れ
を
感
じ
た
り
、
気
力
が
な
く
な
る

④
「
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
」
と
気
に
病
む

⑤
集
中
し
た
り
、
決
断
す
る
こ
と
が
難
し
い

⑥
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
い
た
い
と
思
う

⑦
動
作
や
話
し
方
が
遅
い
、
ま
た
は
い
ら
い
ら
し
た
り
落
着

　
き
が
な
い

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
売
!!

販
売
期
間

使
用
期
間

問
合
せ
先

〝
越
前
〞元
気
フ
ェ
ア

【
商
工
会
の
お
得
な
情
報
】
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渦巻きの中心に浮く誤字誤読　　　　　　木下百合子
一日の疲れた首が浮く湯船　　　　　　　原　　榮子

得

々

情

報

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

●
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

平
成
22
年
3
月
31
日（
水
）ま
で

平
成
22
年
3
月
16
日（
火
）ま
で

●
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

●
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

公的年金に対する町県民税の
納付方法がかわります

問合せ先　

　平成21年10月以降に支払を受ける公的年
金について町県民税の天引き（特別徴収制度）
がはじまります。現在、普通徴収（納付書や
口座振替など、個人で納付）されている町県
民税が、公的年金から差し引かれます。

Q：どうして、町県民税を公的年金から天引
き（特別徴収）するのですか？

A：　納税者が納税のために役場や金融機関
に出向く必要がなく、納め忘れもありま
せん。また、納期が年４回から6回になり、
1回あたりの負担額が軽減されます。この
ように、納税の利便性向上を目的に、地
方税法が改正されたことによるものです。

Q：公的年金から天引き（特別徴収）するこ
とにより、納付する額が増えることはあ
りませんか？

A：　この制度は、町県民税のお支払方法を変
更するものであり、これにより新たな税負担
は生じません。

Q：公的年金からの天引き（特別徴収）は、本
人の意思により選択することができますか。

A：　公的年金等所得に係る町県民税につい
ては、年金から「特別徴収の方法によって
徴収するものとする（地方税法321条7の
2）」とされており、公的年金の額が年額
18万円未満の人・特別徴収税額が公的年金
の年額を超える人・介護保険料の特別徴収
対象者でない人などを除き、原則として公
的年金を受給している全ての納税義務者が
対象となっています。現時点では、本人の
意思による選択は認められていません。

え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
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広報えちぜん25 咲かせても散っても浮き名立つさくら　　関谷美和子

海
の
お
は
な
し

越
前

in

今が旬のお魚4月

その11
クロアワビは、緑色？

体長は約4～7センチで、蛍のように体が光ります。表面と目に小さな発光器、うでに大きな発光器があり強い光を出します。
タンパク質、ビタミンＡ、ビタミンＢ12、ビタミンＥ、タウリン、ＥＰＡなどが豊富で、目の疲れ、血圧、肝機能回復に効果があります。
漁　法…３月～５月頃、春先になると産卵のため、メスが群れを作って沿岸にやってきます。
　　　　近海～沿岸　底曳網漁業で採れます。
食べ方…茹でて、あっさりと酢味噌で食べたり、青ねぎを加えてぬたとして食べます。
　　　　煮付けやかき揚げも美味しいです。

◎辻・裏々　越前町細野編

10 15 10 30 4/18 24

15 15 15 30 4/18 24

21 15 21 30 4/17 23

◎ひと、くらし　輝いて

　スマイルでスマッシュ

　

 9 30  9 45 4/25 5/1

 14 30  14 45 4/25 5/1

 20 30  20 45 4/24 4/30

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

◎Ｊｒ［ジュニア］

　もうすぐこどもの日！

 9 45  10 00 4/29 5/5

 14 45  15 00 4/29 5/5

 20 45  21 00 4/28 5/4

◎丹南歴史探訪

 10 30 11 00 4/25 5/1

15 30 16 00 4/25 5/1

21 30 22 00 4/24 4/30

◎越前町いきいき情報局

7 52 12 52 19 52

問合せ先
　

4月の越前町関連の番組放送時間表

丹南HOT情報チャンネル
　　　　　　　（アナログ5ch）



え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
四
十
二
回

4月23日は「子ども読書の日」です。
　毎年4月23日は、全国で「子ども読書の日」と定められています。これは、国民の間に広く子ど
もの読書活動についての関心と理解を深めてもらうとともに、子どもたちが積極的に読書活動を行
う意欲を高めるために設けられたものです。読書は豊かな心を育む大切な手段です。子どもたちが
「本っておもしろい」と自主的に読書をする環境づくりをみんなで整えましょう。
　まずは、一緒に本を読むところから始めてみませんか。
　町立図書館では4月25日（土）午後3時からボランティアの読み聞かせの後「ブックカバー」を
つくる体験コーナーを開催します。ぜひご参加ください。

元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
、

　
大
谷
寺
石
造
九
重
塔
が
造
立
さ
れ
る
。

九
重
塔

　

越
知
山
大
谷
寺
大
長
院
の
境
内
に
は
、
石
で
造
ら
れ

た
九
重
塔
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
塔
は
、
足
羽

山
麓
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
笏し

ゃ
く
だ
に
い
し

谷
石
を
使
っ
て
、
鎌
倉
時

代
末
期
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

塔
の
高
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
基
壇
に
「
元

げ
ん
き
ょ
う亨

第
三　

癸み
ず
の
と
い亥　

三
月
四
日　

願
主
金
資　

行
現　

大
工

平
末
光
」
と
い
う
銘
文
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
資
・

行
現
と
い
う
人
物
の
願
い
に
よ
っ
て
、
大
工
の
平
末
光

が
造
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
代
の
感
覚
で
み
る

と
、「
大
工
」
と
い
う
肩
書
き
に
違
和
感
を
覚
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
代
は
建
築
な
ど
に
た
ず
さ
わ

る
職
人
を
総
称
し
て
大
工
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

越
前
の
大
工　

平
末
光

　

こ
れ
ま
で
、
大
阪
市
に
あ
る
燈と

う
ろ
う籠

の
銘
に
「
平
末
光
」

の
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
大
谷
寺
九
重
塔
は
近

畿
地
方
の
大
工
が
制
作
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
、
町
の
調
査
に
よ
っ
て
平
末
光
は

越
前
の
大
工
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

本
塔
は
、
天
平
神
護
三
（
七
六
七
）
年
に
大
谷
寺
で

亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
泰
澄
大
師
の
御
廟
所
と
さ

れ
、
現
在
も
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
昭
和
三
二

（
一
九
五
七
）
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
、
福
井
県
を
代
表
す
る
石
造
塔
と
い
え

ま
す
。

読書感想文コンクールの
表彰式
　3月7日、町立図書館で、第3回越前町
図書館読書感想文コンクールの表彰式が
開催され、入賞した小中学生36人の皆さ
んが出席しました。表彰式では、教育長
と審査員が、読書感想文を書くのに役立
つお話をされました。

広報えちぜん 26
春の交通安全県民運動 ［4月6日（月）から15日（水）までの10日間］
交通ルールを守り　正しい交通マナーを実践しましょう!!

新
し
い
家
族
で
す

広報えちぜん27

　

３
月
９
日
、
再
選
後
の
関
町
長
初
登
庁
の

様
子
で
す
。

　

関
町
長
は
訓
示
の
中
で
、
２
期
目
の
意
欲

と
町
の
発
展
に
向
け
て
抱
負
を
力
強
く
話
さ

れ
、
越
前
町
政
の
舵
取
り
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ど
ん
な
時
に
春
を
感
じ
ま
す
か
？

　

気
象
学
上
は
陽
暦
の
３
月
・
４
月
・
５
月
が

春
だ
そ
う
で
す
が
、
私
は
３
月
の
寒
さ
が
や

わ
ら
ぐ
天
候
と
堤
防
に
は
え
る
つ
く
し
に
春
を

感
じ
、
４
月
は
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
に
春
を
感
じ
ま
す
。「
５

月
は
？
」
と
聞
か
れ
る
と
、「
４
月
の
緊
張
を
ほ

ぐ
し
て
く
れ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
な
」

と
い
っ
た
こ
と
を
答
え
て
い
ま
す
。
そ
う
そ

う
、
今
、
注
目
さ
れ
る
余
暇
の
過
ご
し
方
と
言

え
ば
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
よ
ね
。
越

前
町
は
、
ま
さ
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

打
っ
て
付
け
で
す
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

町
外
の
友
人
な
ど
を
呼
ん
で
越
前
町
の
自
然
や

文
化
を
体
験
し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
の
あ
る
余
暇

を
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

４
月
19
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

４
月
26
日（
日
） 

藤
田
医
院 

☎
３
４ｰ

０
０
４
４

４
月
29
日（
水
） 

両
林
医
院 

☎
３
７ｰ

０
０
０
５

５
月
３
日（
日
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

５
月
４
日（
月
） 

整
形
外
科
大
城
医
院 

☎
３
２ｰ

３
５
０
０

５
月
５
日（
火
） 

伊
部
病
院 

☎
３
４ｰ

０
２
２
０

５
月
６
日（
水
） 

織
田
病
院 

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

５
月
10
日（
日
） 

橘
医
院 

☎
３
６ｰ

０
０
１
５

休
日
当
番
医

お
く
や
み

人　口 24,344人

　男 11,758人
　女 12,586人
世帯数 7,273戸

人口と世帯
（3月1日現在）

交通事故死ゼロを目指す日 ［4月10日（金）］
スローな速度で安全運転　みんなで築こう　安全福井

西
田
中　

永
田　

咲さ
く
や陽 

（
晃
一
、
男
）

西
田
中　

笠
原　

莉り

な奈 

（
武
也
、
女
）

東
内
郡　

丹
羽　

優ゆ
う
た太 

（
直
明
、
男
）

内　

郡　

森
谷　

琉る

い衣 

（
英
輔
、
女
）

内　

郡　

内
藤　

萌も

か日 

（
隆
、
女
）

朝　

日　

時
田　

美み

わ和 

（
治
和
、
女
）

気
比
庄　

塚
本　

彩あ
や
か花 

（
健
一
郎
、
女
）

気
比
庄　

成
田　

万ま

お桜 

（
勝
、
女
）

気
比
庄　

新
甚　

大だ
い
ち地 

（
和
也
、
男
）

気
比
庄　

牧
田　
　

航
わ
た
る 

（
克
明
、
男
）

田　

中　

安
井　

竣し
ゅ
ん
や哉 

（
正
和
、
男
）

金　

谷 
 

畑
地　

聖い
ぶ
き生 

（
久
満
、
男
）

金　

谷　

内
藤　

悠ゆ
う
ま真 

（
淳
、
男
）

小
曽
原　

山
内　

陸り
く
と翔 

（
直
之
、
男
）

江　

波　

向
當　

樹い
つ
き生 

（
勇
樹
、
男
）

左　

右　

林　
　

春は
る
き輝 

（
真
広
、
男
）

茂　

原　

島
田　

歩あ
ゆ
な奈 

（
修
次
、
女
）

　

北　
　

嶋
津　

光ひ
か
り莉 

（
光
紀
、
女
）

上　

野　

北
島　

秀し
ゅ
う
ご悟 

（
崇
行
、
男
）

打　

越　

井
上
聡そ

う
た
ろ
う

太
郎 

（
利
益
、
男
）

西
田
中　

孝
久　

石
尾 

（
95
歳
）

内　

郡　

春
木　
　

守 

（
59
歳
）

朝　

日　

藤
𠩤
ト
ヨ
ノ 

（
82
歳
）

朝　

日　

森
田
小　

き 

（
85
歳
）

上
川
去　

平
尾　

信
夫 

（
76
歳
）

気
比
庄　

関
谷　
　

梺 

（
77
歳
）

田　

中　

笠
原　

照
子 

（
90
歳
）

上
糸
生　

松
島
タ
ズ
ヱ 

（
83
歳
）

古　

屋　

木
村
し
ず
ゑ 

（
87
歳
）

小
曽
原　

髙
𠩤　

文
子 

（
89
歳
）

江　

波　

古
川
ム
メ
ノ 

（
93
歳
）

八
田
新
保　

武
藤　

太
平 

（
67
歳
）

梅　

浦　

桝
田　

清
子 

（
97
歳
）

　

厨　
　

岩
﨑　

キ
ク 

（
87
歳
）

　

厨　
　

別
司
ト
ハ
子 

（
82
歳
）

米　

ノ　

中
橋
ヒ
サ
コ 

（
87
歳
）

米　

ノ　

笹
原　

治
和 

（
54
歳
）

　

東　
　

嶋
野　

一
男 

（
83
歳
）

杉
の
花　

水
田
ほ
か　

 

（
83
歳
）

市　

場　

水
谷　

敬
子 

（
77
歳
）

平　

等　

河
合　

勇
治 

（
66
歳
）

　

中　
　

上
坂　
　

勝 

（
46
歳
）

三　

崎　

服
部
き
み
子 

（
80
歳
）

上　

戸　

山
下　

龍
治 

（
81
歳
）
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福
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（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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越
前
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ホ
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ペ
ー
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  http://w
w
w
.tow

n.echizen.fukui.jp/

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H15.4.2～H16.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所

麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

朝日農村環境改善センター（役場隣）
場　　　　所

消費者生活相談

毎週木曜日
実施日

14：00～17：00
時　　間

織田図書館児童コーナー（織田）
場　　　　所

おはなし広場

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

越前町社会福祉センター
（西田中）

場　　　　所

子育てサロン

毎週水・金曜日

実施日

９：30～11：00

時　　間

納税のお知らせ

固定資産税 第1期
納期限 4月30日（木）

えちぜんカレンダー 4月16日～5月15日

朝日保健センター

朝日保健センター

丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

織田保健福祉センター

越前町社会福祉センター（西田中）

越前町社会福祉センター（西田中）

宮崎保健センター（江波）

越前地域福祉センター（梅浦）

織田保健福祉センター

朝日保健センター

朝日保健センター

織田保健福祉センター

織田保健福祉センター

織田コミュニティセンター

越前町社会福祉センター（西田中）

３歳６か月児健診

１歳６か月児健診

精神科医師によるこころの健康相談

ポリオ生ワクチン投与

結婚相談

心配ごと相談

心配ごと相談

心配ごと相談（※行政相談）

離乳食教室

精神相談員によるこころの健康相談

＊予約制：保健衛生課　☎34-8710

ポリオ生ワクチン投与

１歳６か月児健診

３歳６か月児健診

心配ごと相談

結婚相談

１４日（火）

１６日（木）

17日（金）

２０日（月）

２１日（火）

22日（水）

２３日（木）

２４日（金）

２７日（月）

１３：３０～１４：３０

１３：３０～１４：３０

１３：３０～　　　

13：30～14：30

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

9：30～ 10：00

１３：３０～１4：3０

13：30～14：30

１4：0０～１４：３０

１３：３０～１４：0０

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：３０～　　　

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

織田コミュニティセンター

越前町社会福祉センター（西田中）

越前町社会福祉センター（西田中）

宮崎保健センター（江波）

織田保健福祉センター

朝日保健センター

精神科医師によるこころの健康相談

心配ごと相談

結婚相談

心配ごと相談

心配ごと相談

心配ごと相談

ポリオ生ワクチン投与

７日（木）

８日（金）

１１日（月）

１２日（火）

１4日（木）

５

４

月 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所日

☆５か月から６か月児を対象とします。

＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034

＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034
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